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尿酸が作られるのを抑える1日2回のお薬

トピロリック®錠
腎臓での尿酸の再吸収を抑え、排泄を促す1日1回のお薬

ユリス®錠

2週間以降投与開始 6週間以降

160mg
が最大投与量です

4mg
が最大投与量です

120mg
で維持する

80mg
に増やして40mg

から始めて

投
与
量
の
目
安

2週間以降投与開始 6週間以降

投
与
量
の
目
安

錠剤写真：実物大錠剤写真：実物大

2mg
で維持する

1mg
に増やして

0.5mg
から始めて

医療関係者用

尿酸降下薬トピロリック®錠・ユリス®錠の服用方法（目安）
少ない量から飲み始めて、徐々に飲む量を増やしていきます

時 期 時 期

1回0.5mg、
1日1回（ ）

0.5mg/日

（1回1mg、1日1回）
1mg/日

4mg/日
（1回4mg、1日1回）

2mg
2錠2mg/日

（1回2mg、1日1回）

80mg/日
（1回40mg、1日2回）

40mg
（朝）

40mg
（夕）

40mg
2錠
（朝）

40mg
2錠
（夕）

160mg/日
（1回80mg、1日2回）

120mg/日
（1回60mg、1日2回）

60mg
（朝）

60mg
（夕）

40mg/日

20mg
（朝）

20mg
（夕）

1回20mg、
1日2回（ ）



尿酸生成抑制薬 選択的尿酸再吸収阻害薬 SURI（　　　　　）Selective Urate 
Reabsorption Inhibitor

尿酸プールの値は
成人男性の値を示す

トピロリック

ヒポキサンチン

キサンチン

高尿酸血症
尿酸

XOR

XOR

尿酸を作る酵素
XORを阻害して
尿酸が作られるのを
抑える

尿酸がからだの中に
再び取り込まれて
しまうのを抑える
（尿への排泄を増やす）

尿酸プール

URAT1

尿中排泄腸管排泄

プリン体の
肝臓での生合成・
食事からの摂取

尿酸の尿中への分泌には
影響を及ぼさない

ABCG2

（尿中） （血中）近位尿細管細胞

尿酸尿酸

尿酸OAT1

OAT3

再吸収阻害

尿酸

URAT1

選択的URAT1阻害

分泌
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プリン・ピリミジン代謝酵素阻害試験
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ユリス社内資料：ヒトABCG2、OAT1及び
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本論文の著者のうち、8名は富士薬品、2名は持田製薬の社員である。

医療関係者用トピロリック®錠は尿酸が作られるのを抑え、
ユリス®錠は腎臓での尿酸の再吸収を抑え、排泄を促します


